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別 紙 

会 議 の 経 過 
平成２５年９月９日（月） 

午 前 ９時２９分 開議  

 

◎ 開会・開議の宣言 

○議長（宮下愿吾君） 皆さん、おはようございます。 

 ９月定例会が招集になりました。ご苦労さんでございます。 

 本定例会における議案については、既に配付をいただいております。お目通しいただいておると

思いますので、議員各位には活発なる議論をお願い申し上げまして、早速ですがこれより会議を開

きます。 

 最初に、町長より招集の挨拶を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 皆さん、おはようございます。 

 平成２５年伊根町議会第３回定例会の開会に当たりまして一言ご挨拶を申し上げます。 

 議員各位におかれましては、平素より町の各種事業の推進に当たり、格別なるご支援、ご協力を

賜り厚く御礼を申し上げる次第であります。 

 さて、近年、７月から８月にかけまして、各地で豪雨災害が頻繁に発生をしております。また、

先月末から今月初めには、台風の接近により本町でも再三にわたり警戒本部を設置した次第であり

ます。全国各地で多くの皆さんが被災をされました。心からお見舞いを申し上げる次第であります。 

 これから台風シーズンであります。いつ災害が起きるかわかりません。日ごろから緊張感を持ち

つつ、十分な備えをしなければならないと考えているところでございます。 

 本町におきましては、昨年に引き続き９月１日防災の日を防災訓練の日とし、今回は朝妻地区を

対象とし、土砂災害を想定した防災訓練を実施いたしました。雨模様の中、地域住民の皆さん、関

係機関、関係団体の皆さん総勢２２２名の皆様にご参加をいただき、熱心に取り組んでいただきま

した。本当にありがとうございました。ご苦労さまでございました。 

 今後、訓練の課題や反省点を点検し、より実勢に即した、より充実した訓練とし、住民の生命を

守れる意義あるものとしたく考えております。 

 また、去る８月１５日、福知山市の花火大会では、爆発事故により死亡者と多くの負傷者を出す

といった悲しい事故が発生しております。本町の花火大会は無事に終わったところでございますが、

イベント等楽しい催し物の陰には大きな落とし穴があることを身にしみて思い知った次第でありま

す。我々も、他山の石として身を引き締めたく思っております。 

 平成２３年度から協議を進めてまいりました２００円バスが、宮津、与謝一斉に１０月１日の宮

津駅前での出発式セレモニーの後、いよいよスタートすることとなりました。誰もが与謝の海病院

を分岐点とし、上限２００円の格安料金で利用する準備が整ったわけでございます。 

 今後、スタート以降は、いかに乗車率を上げていくか、それが求められるところであり、本町に

おいても一層の利用促進に努めてまいる所存でございます。議員各位のご協力のほど、よろしくお

願いを申し上げる次第であります。 

 さて、平成２４年度の決算状況でございますが、一般会計では、歳入総額２６億７，４０８万円、

歳出総額２５億２，１０４万円、差し引き額１億５，３０４万円、うち明許繰越額６，１４５万円

を差し引いた実質収支額は９，１５９万円でございます。地方交付税は、平成２４年度は１５億

１，３５４万円で、平成２３年度１５億１，１５３万円であり、２０１万円の増額となりました。 

 財政調整基金は、定住促進住宅の建設、伊根中学校改築工事に伴い取り崩しを行いましたが、大

きな影響を受けることもなく財政の運営ができたところでございます。詳細につきましては、伊根

町歳入歳出決算認定において報告をさせていただきます。 

 今後とも、効果的、効率的な行政運営を図り、もって健全財政を維持しながら、誰もが安心して

にこやかに暮らせるまちづくりに邁進いたしたく思っております。 

 本定例会にご提案いたします議案は、平成２４年度決算の認定、平成２５年度補正予算、条例改
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正、人事案件など１７議案と行政報告３件でございます。各議案の内容につきましては、提案理由

よりご説明申し上げますので、何とぞ慎重審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げ、本定

例会開会のご挨拶といたします。 

○議長（宮下愿吾君） ただいまの出席議員は全員です。 

 ただいまから平成２５年第３回伊根町議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

◎ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（宮下愿吾君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定によって、議長において 

           ６番、松 山 義 宗 君 

           ９番、大 谷   功 君を指名します。 

 

◎ 日程第２ 会期の決定 

○議長（宮下愿吾君） 日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

 去る９月２日の議会運営委員会で協議の結果、今期定例会の会期は、本日から９月２６日までの

１８日間ということで決定をいただきました。 

 お諮りをいたします。本定例会の会期は、本日から９月２６日までの１８日間といたしたいと思

いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から９月２６日までの

１８日間と決定をいたしました。 

 なお、会期中の会議予定については、お手元に配付の会期及び審議予定のとおりであります。 

 

◎ 日程第３ 諸般の報告 

○議長（宮下愿吾君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 陳情書３件は、お手元に配付のとおりであります。 

 諸会議等へ議員等の出席状況は、公務報告のとおりでございます。 

 また、監査委員から報告のありました例月出納検査結果については、事務局で保管しております

ので、必要な方は閲覧をいただきたいと思います。 

 議員派遣結果についても、配付のとおりであります。 

 次に、今期定例会より、情報の共有化を図るということから、諸会議等の結果報告を行うという

こととなりました。 

 まず、私のほうから、府議長会及び後期高齢者医療広域連合会の議会並びに府政懇談会について

ご報告を申し上げます。 

 ８月８日に京都府町村議長会が開会されました。 

 内容につきましては、平成２４年度の歳入歳出決算、平成２５年度の財政調整基金の積み立て、

全国会議会の表彰の件等が審議、承認をされました。 

 それから、８月２８日に町村議長会の府政懇談会が開催をされました。知事、副知事出席のもと

に、伊根町の要望をお願いいたしてまいりました。 

 内容を若干ご報告申し上げたいと思うんですが、２点お願いをしてまいりました。 

 一つは、インターネット環境の改善についてということでございます。 

 現在、伊根町のインターネット環境の状況はＡＤＳＬ回線であり、都市との情報格差が顕著であ

ります。本町においては、自然があり、また美しいまち、元気なまちを目指して努力はいたしてお

りますが、少子・高齢化の中で人口減少がとまりません。そうした中で、これからのまちづくりに

おいて、都市との交流の中で、定住促進として在宅勤務が可能になるような光ケーブルによるイン

フラ整備が必要であるというふうに考えてお願いをいたしました。 

 平成２３年度に、ＮＴＴから光ケーブル等、情報伝達手段の提案があったようであります。その
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ときの概算費用は８億円ということから、伊根町においては事業の優先順位等から見送ったという

経過がございます。そうした中で、伊根町のインターネット環境を改善するためには、光ケーブル

によるインフラが必要不可欠であるというふうに思います。しかし、その整備には膨大な経費が必

要であり、投資財源もない状況であります。したがって、ついては京都府において特段の財政支援

をお願いしたいということをお願いしてまいりました。 

 このことについての山内副知事からの回答につきましては、それについては理解できる、しかし、

民間業者がまずどこまでこれについて理解してやってくれるかどうかということが先であると、そ

の結果を受けて京都府としても考えさせてもらいたいということでありました。 

 次に、２番目に「海の京都」事業の関連事業についてということで要望をしてまいりました。 

 現在、京都府においては、北部活性化のために「海の京都」事業に取り組んでいただいておりま

す。そのことは、皆さん、もう既にご存じだと思いますし、内容等についても既にご理解をいただ

いておると思います。 

 そうした中で、岡西副知事さんには再三伊根町にもお越しいただき、講演会あるいは会議等大変

お世話になっており、厚く御礼を申し上げておきました。 

 また、そうした中で、私個人としての私見ではありますが、今回、北部活性化のために取り組ん

でいただいている海の事業に乗りおくれるようなことがあれば、将来の伊根町の活性化策というも

のはないんじゃないかというふうに考えますということを申し上げました。今、京都府が海の事業

ということで、非常に目にかけて伊根町についても考えていただいております。やはり、それを受

けて立つような姿勢が必要ではないかということで、私なりにお話をしました。 

 具体的には、伊根地区は丸ごと舟屋景観保存地域であります。その伊根舟屋群の景観を守るため

に、補助事業によって年間１０件から１５件の修景を行っております。 

 また今回、海の事業として、鳥屋地区は舟屋保存のモデル地区として現在取り組んでいただいて

おりまして、それを成功させなければとならないというふうに考えております。その地区内の町道

においては、町並みを醸し出すためにカラー舗装あるいはまた側溝整備が計画されております。 

 私がお願い申し上げたのは、このモデル地区以外の府道、立石から亀山間につきましても、この

鳥屋地区と同様に本町の景観に合わせた、要するに重伝建地区にふさわしい舗装工事等のお願いを

したいということをお願いいたしてまいりました。 

 これに対する知事の回答は、やりますということでありました。大変よい返事を知事からいただ

きました。ただ、現在、下水工事をしておりますと、しかし下水工事をしておるんで、その下水工

事が終わってからやるということで理解してほしいと、現在そういうものをやると二重投資になる

おそれがあるのでということで、よい返事をいただきました。そういうことであります。 

 それから、８月２９日に後期高齢者医療広域連合議会がございました。 

 内容につきましては、後期高齢者医療広域連合の副広域連合長として和束町長の堀町長さん、そ

れから井上宮津市長さん、藤田京都市の副市長さんが選任されました。 

 ２番目に、平成２４年度の後期高齢者医療広域連合の歳入歳出の一般会計の決算、それから特別

会計、それから平成２５年度の特別会計の補正予算等が審議され、承認をされました。 

 それから、後期高齢者医療広域連合の条例改正等も承認されております。 

 後期高齢者医療広域連合の内容は以上なんですが、１点だけつけ加えて報告させてもらいたいと

思うのですが、実はこの後期高齢者医療制度が始まった段階で、現在の保険料は不均一課税という

ことで、京都府不均一課税ということで、現在、対象が、伊根町も不均一課税の対象となっておる

んですが、それ以外では綾部市、宮津市、京丹後市、南山城村、京丹波町、伊根町、与謝野町と不

均一課税で低くしていただいております。これは、そのスタート段階で５年間ということで、現在

保険料が安くなっておるわけなんですが、それが２５年度をもって終わるということになります。

したがって、２６年度から不均一課税がなくなり、京都府全部で一本化された保険料になってくる

ということであります。 

 それについて、要望として、このまま続けてもらうことはできないんかというお願いが議会の中

で出ていました。しかし、これに対する回答は、まず最初これがスタートする段階で国がこの不均

一課税で安くすることについての財源の補塡をしてくれました。しかし、全国都道府県の中でこの
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話し合いをした場合に、ばらばらになって、それが意思統一できて、そういうふうにせいという意

見が盛り上がった格好でまとまらないというのが現在の都道府県の状況であります。ということは、

都道府県によってはその必要がないところがあるわけなんですね。したがって、国としては、それ

に対する取り扱いは、できたら廃止の方向、不均一課税についてはこの５年でもって終わるという

ような方向になるという可能性が大だというでありました。 

 したがって、これについて、しかし何とかならないだろうということは、議会においてそれぞれ

の事務局のほうにお願いをして、一応京都府とも相談をしたいというお話ではありましたが、これ

がどういうふうになってくるかいうことはわかりませんということをつけ加えて報告をさせてもら

いたいというふうに思います。 

 私のほうからは以上であります。 

 続きまして、奥野副議長から京都地方税機構議会についての報告をいただきたいと思います。

１０番、奥野良一君。 

○１０番（奥野良一君） 皆さんのお手元にも地方税機構、広域連合の文書が配付されておると思

いますが、８月１０日に京都平安ホテルにおいて地方税機構の議会がありました。 

 それにつきましては、税機構の議長並びに選挙管理委員長、管理委員の選挙、それから補充員の

選挙等、選挙ということで議長並びに選挙管理委員補充員の選挙等が行われております。その程度

でございます。 

 以上です。 

○議長（宮下愿吾君） 続いて、佐戸委員長から宮津与謝消防組合議会及び総務委員会についての

ご報告をお願いいたします。 

 ５番、佐戸仁志君。 

○総務委員長（佐戸仁志君） それでは、総務委員長としての公務報告をさせていただきます。 

 ６月１１日、議会終了後、ほっと館ホワイエにおいて、１４時より総務委員会が開かれました。 

 内容は、総務委員会が行った転入者・転出者に対するアンケート調査のまとめたものの今後の取

り扱いについて話し合っております。調査結果を議会だよりに掲載し、公表するということとなり

ました。 

 ７月２２日１４時より、宮津市庁舎議場において、第２回宮津与謝消防組合臨時議会が開かれ、

伊根町議会より宮下議長と私が出席しております。 

 内容としましては、職員給与に関する専決処分の承認を求める報告第１号、第２号が話し合われ、

２報告とも承認されました。 

 もう１点、救助工作車の取得について提案され、指名競争入札による契約で９，０５１万円で購

入するということが全員の賛成で可決されております。 

 国保の関係ですが、７月３１日１４時より、ＣＯＣＯＮ烏丸５階にて京都府国民健康保険団体連

合会の会議があり、与謝郡代表として出席してまいりました。 

 内容は、正副会長の選出、２５年度の事業計画などであります。 

 ８月２９日１４時より、伊根町保健センター２階にて伊根町国保運営協議会が開催されました。 

 ２４年度の決算状況の説明が報告されました。出席議員は、大谷議員、和田議員が出席しており

ます。 

 以上です。 

○議長（宮下愿吾君） 最後に、大谷委員長から産業建設委員会についてのご報告をお願いいたし

ます。 

 ９番、大谷功君。 

○９番（大谷 功君） 産業建設委員会では、政策提言に向けた取り組みということで、ことしは

漁業を対象にすることを決定しました。 

 ３月１１日には、地域整備課より伊根町の水産について、事前学習ということで報告をいただき

まして、その後７月４日には蒲入水産の役員の皆さん４名、１２日には新井崎水産の役員の皆さん

４名と、それぞれ２時間程度、事務所に伺いまして意見交換会を行いました。 

 課題としましては、新規漁業者への補助金問題と住宅問題、網やロープの産廃問題等が役員の皆
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さんから出されておりました。 

 伊根浦水産との懇談がまだできておりませんので、１０月には日程調整をしまして、懇談後に、

１２月中にはまとめに入っていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（宮下愿吾君） 以上をもちまして諸般の報告を終わります。 

 

◎ 日程第４ 行政報告 

○議長（宮下愿吾君） 日程第４、行政報告を行います。 

 町長から行政報告の申し出がありました。平成２４年度の伊根町財政健全化判断比率の報告及び

平成２４年度の伊根町公営企業会計資金不足比率の報告並びに平成２５年度の予備費の充用につい

てのお願いをいたします。 

 吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 行政報告についてでございますが、平成２４年度伊根町財政健全化判断比

率の報告について及び平成２４年度伊根町公営企業会計資金不足比率の報告につきまして、毎年度、

前年度の決算の提出を受けた後、監査委員の審査に付し、その意見をつけて当該比率を議会に報告

することとなっております。担当課長等よりご報告申し上げますので、よろしくお願いを申し上げ

ます。 

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。 

○総務課長（泉 良悟君） 平成２４年度伊根町財政健全化判断比率の報告について及び平成

２４年度伊根町公営企業会計資金不足比率について説明（担当課長説明記載省略） 

○議長（宮下愿吾君） 次に、坂中代表監査委員から審査報告をお願いいたします。 

 坂中監査委員。 

○代表監査委員（坂中宗一郎君） 財政の健全化、経営の健全化に関する審査報告をさせていただ

きます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、監査委員の審査に付されました平成２４年

度伊根町一般会計及び対象となる特別会計に係る実質赤字、連結実質赤字、実質公債費、将来負担、

資金不足の比率等について、本年８月２１日に審査を実施しましたので報告いたします。 

 初めに、財政健全化審査につきましては、町長から提出されました健全化判断比率及びその算定

の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼に審査を行いました。審

査の結果といたしましては、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、い

ずれも適正に作成されているものと認めました。 

 実質赤字比率は、早期健全化基準１５％に対して赤字はございません。 

 連結実質赤字比率も、早期健全化基準２０％に対して赤字はございません。 

 実質公債費比率は９．０％であり、早期健全化基準２５％を下回っております。 

 将来負担比率は、早期健全化基準３５０％に対して将来負担率はございません。 

 是正改善を要する事項としましては、特に指摘事項はございません。 

 次に、経営健全化審査につきましては、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した

書類が適正に作成されているかどうかを主眼に検査を行いました。審査の結果といたしまして、資

金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成しているものと

認めました。 

 簡易水道特別会計、下水道事業特別会計の２事業とも資金不足はなく、良好な状態と認めます。 

 是正改善を要する事項といたしましては、特に指摘事項はございません。 

 以上をもって財政の健全化及び経営の健全化に関する審査報告といたします。 

 以上です。 

○議長（宮下愿吾君） 予備費の充用についての報告をお願いいたします。石野主幹。 

○住民生活課主幹（石野 靖君） 平成２５年度予備費充用について説明（担当課長説明記載省

略） 

○議長（宮下愿吾君） それでは、これより平成２４年度伊根町財政健全化判断比率の報告及び平
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成２４年度伊根町公営企業会計資金不足比率の報告並びに平成２５年度予備費の充用についての質

疑を行いたいと思います。質疑ありませんか。質疑がないようでありますが、これにて質疑を終わ

りたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

 以上をもちまして行政報告は終わりました。 

 

◎ 日程第５ 議案第５１号 

○議長（宮下愿吾君） 日程第５、議案第５１号 平成２４年度伊根町歳入歳出決算認定について

を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） それでは、議案題５１号 平成２４年度伊根町歳入歳出決算認定について、

一般会計及び７特別会計歳入歳出決算について、別紙監査委員の意見をつけて地方自治法第

２３３条第３項の規定により、議会の認定に付すものでございます。 

 平成２４年度の決算は、固定資産税は評価替えにより土地、家屋とも減額となりました。普通交

付税においては、単位費用の見直しにより、社会福祉、地域振興費が増となり、前年度と比較し

８４５万円の増額、特別交付税は６４４万円の減額となり、結果、地方交付税は２０１万円の増と

なり、一般会計の歳入総額は２６億７，０００万、前年度と比較して３％の減額となりました。自

主財源に乏しい本町では、財政構造の硬直化が一層顕在化し続けております。 

 今年度から、中学校の建設や広域ごみ処理、常備消防分担金など大型事業が実施されていく中で、

必要な財源調達を行うため町債の発行は避けられませんが、必要経費を精査し、堅実な財政運営に

努めなければならないと考えております。国の膨大な借金や東日本震災復旧費、社会保障費の膨大

な経費など先行き不透明な情勢が続く中ではありますが、安定した町政の推進に向けて、さまざま

な角度から町民ニーズを的確に捉え、町民の皆様が伊根町に住むことを誇りに思えるまちづくりに

さらに努力する所存でございます。 

 皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 それでは、お手元の平成２４年度歳入歳出決算書の決算総括表をごらんください。金額は千円単

位でご報告いたしますので、ご了承願います。 

 一般会計では、収入済額２６億７，４０８万７，０００円、支出済額２５億２，１０４万円、差

引残額１億５，３０４万６，０００円、うち明許繰越額６，１４５万５，０００円。 

 国民健康保険特別会計事業勘定で、収入済額３億６，４２１万６，０００円、支出済額３億

２，９７６万５，０００円、差引残額３，４４５万円、うち基金繰入額１，４１８万４，０００円。 

 伊根診療所勘定で、収入済額１億８１９万６，０００円、支出済額１億８１４万５，０００円、

差引残額５万円。 

 本庄診療所勘定で、収入済額７，４６０万９，０００円、支出済額７，４５５万８，０００円、

差引残額５万円。 

 簡易水道特別会計で、収入済額１億３，５１８万２，０００円、支出済額１億３，５０７万

７，０００円、差引残額１０万４，０００円。 

 下水道事業特別会計では、収入済額４億６，５５６万５，０００円、支出済額４億６，４０９万

５，０００円、差引残額１４７万円、うち明許繰越額１３９万６，０００円。 

 財産区特別会計では、収入済額１１９万６，０００円、支出済額も同額で、差引残額なしでござ

います。 

 介護保険特別会計保険事業勘定で、収入済額３億７，７６６万５，０００円、支出済額３億

７，４２２万４，０００円、差引残額３４４万１，０００円。 

 介護サービス事業勘定では、収入済額２９３万７，０００円、支出済額１９４万９，０００円、

差引残額９８万８，０００円。 

 訪問看護事業特別会計では、収入済額２，４７２万２，０００円、支出済額２，３９３万

７，０００円、差引残額７８万５，０００円。 
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 後期高齢者医療特別会計では、収入済額３，４９６万９，０００円、支出済額３，４３２万

２，０００円、差引残額６４万７，０００円。 

 以上、一般会計及び７特別会計決算についての提案説明といたします。 

 なお、１１日の全員協議会にて、各担当課長等から決算附属書により事業の結果、効果等につい

てご説明申し上げますので、ご審議の上、認定賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（宮下愿吾君） 坂中代表監査委員より、平成２４年度の伊根町歳入歳出決算の審査報告を

お願いいたします。坂中代表監査委員。 

○代表監査委員（坂中宗一郎君） それでは、しばらくの間、時間をいただきまして、これより審

査意見書に基づき決算審査報告をさせていただきます。 

 平成２４年度伊根町一般会計及び各特別会計の決算審査につきましては、地方自治法第２３３条

第２項、同法第２４１条第５項の規定に基づき、決算及び基金の運用状況について審査をいたしま

したので、その結果に基づき監査委員としての意見を申し上げます。 

 なお、既に皆さんのお手元に審査意見書が配付されておりますので、この意見書を基本に申し述

べます。 

 １、審査を行った日でありますが、平成２５年７月５日を初日に７日間行い、９月２日に町長に

審査意見書を提出いたしました。 

 ２、審査の対象でありますが、平成２４年度伊根町一般会計及び各特別会計歳入歳出決算並びに

各種基金の管理運用状況などであります。 

 次に、３、審査の方法ですが、審査に当たりましては、一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書

及び決算附属書に基づき、その計数が正確であるか、また予算の執行が適正に行われているか、財

務に関する事務が法令に準拠して処理されているかなどの点について審査をいたしました。 

 ４、審査の結果でありますが、審査に付された一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書は、いず

れも関係法令等に準拠して作成されており、計数はそれぞれの関係諸票及び資料と照合しました結

果、誤りがないものと認められました。 

 また、基金の運用状況は、その設置目的に沿って適正に運用され、計数は正確であると認めまし

た。 

 ５、総括概要でありますが、一般会計、特別会計の全会計を通じての歳入決算額は４２億

６，３３４万９，０００円で、前年度に比べ２．０％の増となっております。予算現額に対する収

入率は９３．８％でありました。 

 歳出決算額は４０億６，８３１万３，０００円で、前年度に比べ０．８％の増となっており、予

算現額に対する執行率は８９．５％でありました。 

 歳入決算額から歳出決算額を差し引いた形式収支は１億９，５０３万６，０００円となっており

ますが、この中には事業費の一部を繰り越したことに伴い、その財源として翌年度へ繰り越すべき

６，２８５万１，０００円が含まれておりますので、実質収支はこれを差し引いた１億

３，２１８万５，０００円でございます。 

 次に、各会計別の審査の概要ですが、第１、一般会計、（１）財政収支の状況でありますが、平

成２４年度における一般会計決算額は、歳入総額２６億７，４０８万７，０００円、前年対比

８，１０４万９，０００円の減、歳出総額２５億２，１０４万１，０００円、前年度対比１億

２，１１４万円の減で、１億５，３０４万６，０００円の黒字決算でありますが、翌年度へ繰り越

すべき財源６，１４５万５，０００円を差し引きますと、実質収支は９，１５９万１，０００円と

なります。 

 また、一般会計における財政力の動向、財政構造の弾力性を判断する主要財務比率につきまして

は、経常収支比率が年々増加しているものの、実質公債費比率は前年度より１．８ポイント減少し、

９．０％となりました。 

 （２）歳入ですが、決算額は前年度に比べ８，１０４万９，０００円減額の２６億７，４０８万

７，０００円となっておりますが、そのあらましは決算審査意見書に示すとおりであります。なお、

２４年度においては、１３９万円５，０００円の町税、固定資産税の不納欠損処理がなされており

ます。歳入の詳細については、説明を省略します。 
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 （３）歳出、決算額は前年度に比べ１億２，１１４万円減額の２５億２，１０４万１，０００円

であります。内容について、個々の説明は省略しますが、予算現額に対する執行率は８８．５０％

であります。予算不用額は１億１，８４７万１，０００円であります。 

 次に、（４）財政援助団体監査でありますが、本年度は株式会社伊根町ふるさと振興公社への現

地監査を実施いたしました。平成２４年度の町からの委託事業を中心に監査した結果、委託金等の

運用は適切で、経費節減も図られておりました。 

 次に、第２、特別会計、（１）国民健康保険特別会計、①事業勘定ですが、歳入総額３億

６，４２１万６，０００円、歳出総額３億２，９７６万６，０００円で、差し引き３，４４５万円

を翌年度に繰り越すものであります。 

 ②伊根診療所、③本庄診療所の勘定については、意見書記載のとおりでございます。 

 （２）簡易水道特別会計は、歳入総額１億３，５１８万２，０００円、歳出総額１億

３，５０７万８，０００円で、差し引き１０万４，０００円を翌年度に繰り越すものであります。 

 （３）下水道事業特別会計は、歳入総額４億６，５５６万５，０００円、歳出総額４億

６，４０９万５，０００円で、差し引き１４７万円の黒字決算でありますが、翌年度へ繰り越すべ

き財源１３９万６，０００円を差し引きますと実質収支は７万４，０００円となります。また、接

続率は、本庄浜地区８２．９０％、新井地区８０．９５％、蒲入地区８１．４４％となっておりま

す。 

 次に、（４）財産区特別会計、（５）介護保険特別会計、（６）訪問看護事業特別会計、（７）

後期高齢者医療特別会計については、意見書記載のとおりでありまして、特に申し上げることはご

ざいません。 

 次に、第３、基金の運用状況等でありますが、平成２４年度における伊根町が保有する基金の運

用状況、有価証券、出資、出捐金による権利については、いずれも相違ないことを認めました。 

 ２３年度末の基金全体の残高は１８億３３４万５，４５３円でありましたが、２４年度中に

８，３３６万１，９９５円を積み増し、２４年度末基金全体の残高を１８億８，６７０万

７，４４８円とすることができました。基金全体を積み増しできたのは、行財政改革に取り組んで

きた成果を示す結果であり、評価をするものであります。 

 次に、第４、審査の個別的意見でありますが、（１）起債残高については、全会計を通じての起

債残高は４１億８，６２０万１，０００円で、前年度より７０４万５，０００円の増額となりまし

た。 

 一般会計は１億３５万２，０００円の減額となっておりますが、現在施工中の伊根地区の漁業集

落排水事業によって１億９，４９７万円が増額となったことによるものであります。事業実施にお

いては、厳しい財政情勢の中、積極的に行政需要に対処して財政運営がなされたことは評価される

ところであります。 

 （２）財産の管理については、財産登記について、未登記物件について、嘱託職員を雇用し登記

事務を積極的に実施して、大きく改善を図っていることがうかがえました。 

 （３）収入未済額の徴収になお努力を。全会計における収入未済額は別表のとおりでありますが、

実質的な収入未済額は前年度末より減少しているものの、主なものは町税や住宅使用料であります。

税及び使用料の持つ負担の公平性を確保する観点からも、京都地方税機構と連携を密にし、収納率

の向上と住宅使用料の積極的な収納業務に努められたいと存じます。 

 第５、総括でありますが、平成２４年度決算の起債現在高は、前年度と比較して７０４万

５，０００円増加したものの、基金は８，３３６万２，０００円増額しており、財政面で良好な決

算と判断をいたしました。町長をはじめとして職員が一丸となり行財政改革に取り組んできた成果

を示すものであり、敬意を表したいと存じます。 

 また、施政方針に掲げた施策を積極的に推進し、多くの成果を上げられたことを評価するもので

あります。 

 今後とも国内外の経済情勢の変化や財政の変動に柔軟に対応し、限られた経営資源をより効果的

に活用するため、施策の緊急度を的確に把握し、行政の簡素化、効率化に努め、将来を展望した計

画的な行財政運営によって、将来的に持続可能な財政運営に不断の努力を重ねられたいと存じます。 
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 最後に、今後の町政運営に当たっては、本町の目指す将来像「ひとが活き生き」の町の実現に向

けて、第５次伊根町総合計画を着実に推進し、安全で安心なまちづくりが実現されることを期待す

るものであります。 

 以上をもって平成２４年度決算及び基金運営状況の審査に係る監査委員の意見とします。 

 以上であります。 

○議長（宮下愿吾君） 以上で平成２４年度の伊根町歳入歳出決算の審査報告を終わります。 

 なお、平成２４年度の伊根町歳入歳出決算につきましては、９月１１日の全員協議会におきまし

て、決算附属書により細部説明を行います。 

 

◎ 日程第６ 議案第５２号 

○議長（宮下愿吾君） 日程第６、議案第５２号 平成２５年度伊根町一般会計第３回補正予算を

議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） それでは、議案第５２号 平成２５年伊根町一般会計第３回補正予算につ

いてご説明申し上げます。 

 予算書１ページをごらんください。 

 歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億３，３６７万３，０００円を追加し、総額を３２億

１，８８８万円とするものでございます。 

 ２ページ、３ページをお願いいたします。 

 １款町税 １項町民税１１９万５，０００円の増額でございます。 

 １０款１項地方交付税で８，１８７万５，０００円の増額でございます。普通交付税の当初予算

計上額は１２億１，０００万円で、決定額１３億８９０万６，０００円となり、９，８９５万

６，０００円の増額となりました。８月開催の臨時議会の議決予算１，２００万円と今回の補正額

で８，１８７万５，０００円を財源充当し、残額５０８万１，０００円は保留財源としております。 

 １３款使用料及び手数料 １項使用料１０４万円の増額は、定住化促進住宅平田団地の収入を計

上しております。 

 １５款府支出金 ２項府補助金５２９万８，０００円の増額は、重点分野雇用創出事業補助金、

新山村振興等農林漁業特別対策事業補助金、経営体育成支援事業補助金などによるものでございま

す。減額は、共に育む「命の里」事業補助金でございます。３項委託金１２２万１，０００円の減

額の主なものは、太鼓山風力発電所管理業務委託金でございます。 

 １６款財産収入 ２項財産売払収入４２万４，０００円の増額は、砂防工事に伴う長寿苑用地の

売り払い及び筒川財産区所有の立木売払収入によるものでございます。 

 １８款繰入金 ２項基金繰入金３，６８９万９，０００円増額は、財源不足を財政調整基金から

繰り入れるものでございます。 

 ２０款諸収入 ４項雑入５４万６，０００円の増額は、公共交通地域協働推進事業補助金、消防

団員安全装備品整備等助成金でございます。 

 ２１款１項町債７６１万７，０００円の増額でございます。 

 ４ページ、５ページをお願い申し上げます。 

 次に、歳出でございますが、１款１項議会費で５１万５，０００円の増額は人件費によるもので

ございます。 

 ２款総務費 １項総務管理費５５１万円の増額です。主な要因は、人件費のほか、庁舎管理費で

下水道加入金などの計上、文書広報費では防災行政無線整備管理運用費として防災行政無線の老朽

化により更新をするものでございます。財産管理費では、公用車のポータブルナビゲーション１台、

登記事務費などを計上しております。企画費では、地方バス路線の時刻表の印刷費、ＫＴＲ再生支

援補助金などを計上しております。電子計算費では、ＮＥＷ ＴＲＹ－Ｘ２の導入に伴う経費を計

上しております。２項徴税費３０３万５，０００円の減額は、人件費等でございます。３項戸籍住

民基本台帳費４万３，０００円の増額です。 

 ３款民生費 １項社会福祉費１４２万４，０００円の増額です。増額の障害者福祉共通事務費
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２１８万６，０００円は、国庫への返還金でございます。また、老人クラブ連合会への補助金や健

やか子育て医療費助成事業などでございます。減額は人件費等でございます。２項児童福祉費

７４６万円の増額は、人件費のほか保育所周辺の獣害防止柵の設置などでございます。 

 ４款衛生費 １項保健衛生費３０１万５，０００円の増額は、国民健康保険特別会計事業勘定繰

出金、簡易水道特別会計への繰出金でございます。２項清掃費３９１万５，０００円の増額です。

人件費等のほか、し尿処理委託費の単価の見直しによるものでございます。 

 ５款労働費 ２項労働諸費１２９万円の増額は、重点分野雇用創出事業でございます。 

 ６款農林水産業費 １項農業費８６０万６，０００円の増額でございます。増額の主なものは、

人件費等のほか、新山村振興等農林漁業特別対策事業によるいのしし加工処理施設、経営体育成支

援事業などによるものでございます。減額は、共に育む「命の里」事業などでございます。２項林

業費６１万７，０００円の減額でございます。増額は、林道管理事業の林道空山線の改良工事によ

るものでございます。減額は、太鼓山風力発電所管理事業によるものでございます。３項水産業費

７，８３１万６，０００円の増額です。増額は、担い手確保対策事業、各漁港管理事業、下水道事

業特別会計の繰出金によるものでございます。減額は人件費等でございます。 

 ７款１項商工費７５４万２，０００円の増額は、誘客対策事業として「海の京都」事業関連費、

観光協会補助金交付事業などでございます。減額は人件費でございます。 

 ８款土木費 １項土木管理費２万３，０００円の減額でございます。２項道路橋りょう費

２３７万円の増額は、亀島本庄浜線などの町道管理事業によるものでございます。３項河川費

２０１万４，０００円の増額は、朝妻川しゅんせつ工事などでございます。４項住宅費５０７万

１，０００円の増額は、町営住宅平田団地の下水道工事などによるものでございます。 

 ６ページ、７ページをごらんください。 

 ５項公園費６８万円の増額は、伊根浦公園バイク進入禁止施設の設置によるものでございます。 

 ９款１項消防費１，０３０万９，０００円の増額は、泊地区防火水槽の清掃、消防施設等管理費

として消防艇艇庫改築工事に要する調査、測量、設計委託費などを計上しております。 

 １０款教育費 １項教育総務費２６５万円の減額です。減額は人件費などによります。増額は旧

朝妻小学校の消防施設備品などでございます。２項小学校費２５万円の増額は、複式学級用の黒板

設置費でございます。３項中学校費９６万５，０００円の増額は、本庄中学校の調理員賃金などで

ございます。４項社会教育費５６万１，０００円の増額は、町指定登録文化財等補助金と文化力で

京都を元気にする事業で丹後建国１３００年記念講演会映画鑑賞を実施するものでございます。ま

た、本庄地区公民館のエアコンの取りかえでございます。減額は、文化財保護関係事業の賃金など

でございます。５項保健体育費１４万２，０００円の増額は、スポーツトラクター除草ローターの

交換でございます。 

 細部につきましては、担当課長等からご説明申し上げまして、ご審議の上、ご可決賜りますよう

お願いを申し上げます。 

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。 

○総務課長（泉 良悟君） 議案第５２号 平成２５年度伊根町一般会計第３回補正予算について

説明（各担当課長説明記載省略） 

○議長（宮下愿吾君） 休憩をいたしたいと思います。 

 １１時半から再開をいたしたいと思います。その間、休憩といたします。 

休憩 １１時１５分 

再開 １１時３０分 

○議長（宮下愿吾君） それでは、再開をいたします。休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから質疑をお受けいたしたいと思います。３番、濱野茂樹君 

○３番（濱野茂樹君） １９ページでございます。そのほかにもちょっと関連しているわけですが、

庁舎管理費のほうで消耗品費、布団３組ということで１０万５，０００円が計上され、また消防費

では防火服、教育費では消火器が消耗品として計上されております。 

 伊根町物品管理規則、こちらのほうでは備品の定義がされております。購入価格が１万以下のも

のは消耗品とするという記載もあるわけでございます。その中で、先ほど申し上げた布団、消火器、
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防火服という規定ではありませんが、防護服等ということで備品に分類されているわけです。この

あたりをどのように解釈されて消耗品として計上されているのか説明願います。 

○議長（宮下愿吾君） 前野会計管理者。 

○会計管理者（前野義明君） 庁舎管理費の消耗品費１０万５，０００円ですが、３組ありまして、

夏布団から冬布団、敷布団、掛布団、そういったものに分類していきますと、おのおの１万円を下

回るということになりますので、この分につきましては消耗品費で対応したいというふうに考えて

おります。 

○議長（宮下愿吾君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 教育委員会関係の消火器の関係でございますけれども、消火器１本

１万円以下、５，５００円で今、見積りをいただいておりますけれども、この予算内で購入すると

いうところから消耗品費のほうで計上させていただいております。 

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。 

○総務課主幹（鍵 良平君） 防火服につきましても、その使用の実態から、実際に出動し、火災

現場等で使用しますと著しく損耗し、再度使用することができないというような実態になるところ

から消耗品的扱いをさせていただいております。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。１番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） すみません、２９ページなんですが、ちょっと聞き逃していましたのでも

う一度教えていただきたいんですけれども、新山村振興等農林漁業特別対策事業でいのししの加工

施設についてのことなんですけれども、申しわけないですけれども、もう一度、総事業費と負担率

の割合のほうを教えていただけませんでしょうか。 

○議長（宮下愿吾君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 新山村振興等農林漁業特別対策事業でございます。 

 総事業費につきましては９７０万円でございます。建物、附帯施設等全てでございます。 

 その補助率につきましては、２分の１が国、京都府が５％、伊根町が１５％ということで、総額

７０％分を予算で計上させていただいております。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。７番、三野三千彦君。 

○７番（三野三千彦君） もう一度お聞かせ願いたいんですが、まず２９ページにある補助金なん

ですが、経営体育成支援事業でございます。それの補助金の説明をもう一度お願いしたいというふ

うに思います。 

○議長（宮下愿吾君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 経営体育成支援事業の補助金でございます。 

 これにつきましては、経営体がコンバインを購入するに係りまして融資を受けるんですが、その

うちの３０％分を補助金として府が補助金を出されるというものでございます。それを伊根町が受

けてお支払いするという形になります。 

 この事業につきましては、昨年度、本庄地区のほうで人・農地プランというプランが作成されま

した。今年度につきましては、そのほかの筒川、朝妻、それから本庄でも蒲入、長延地区について

もこの人・農地プランを作成することとしておりますが、この事業を取り組むことによってこのよ

うな支援がいただけるというで、本庄地区の経営体がコンバインを購入するというものでございま

す。 

 先ほども申し上げましたように、購入費８４５万円の３０％が補助金としてありますので、その

３０％分を補助金として上げておるものでございます。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。７番、三野三千彦君。 

○７番（三野三千彦君） ほな、今現在は本庄地区だけが取り組んでおるということですか。 

 それと、事業については個人でも構わないということですか、それとも何人か固まった経営体で

なければならないか。 

○議長（宮下愿吾君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 現在、計画を立てておられるのは、本庄の本庄上、本庄宇治、本

庄浜地区が一つのプランとして立てられております。 
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 支援を受けますのは、そのプランに上げられている担い手ですね、その方々の個人ではなくて経

営体として、共同体といいますか、個人ではなく団体として支援を受けるという形になります。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。２番、上辻亨君。 

○２番（上辻 亨君） ３１ページのシカ捕獲強化事業ということで４万円という補正が上がって

おるわけですが、今現在どれくらいとられておるんでしょうか、鹿の頭数。 

○議長（宮下愿吾君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 説明でも申し上げましたが、昨年度２頭、今年度はまだゼロです。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。８番、泉敏夫君。 

○８番（泉 敏夫君） 同じく３１ページの中で担い手確保の事業ですが、これ今、新井と伊根と

していただいてると思うんですが、今後またそういう要望とかあればふやしていかれるかどうかと

いう、ちょっとお聞きしたい。 

○議長（宮下愿吾君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） これにつきましては、今、地域内で従業員が確保できないという

ことが現状となってあらわれてきておりますので、今後も恐らく出てくるかなと予想しております。

その際には支援をしていきたいと考えております。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。９番、大谷功君。 

○９番（大谷 功君） １８、１９ページの庁舎管理費の負担金、下水道加入金です。 

 ここでは７万５，０００円、減額率５０％、それからほかのところでも、３７ページ、町営住宅

管理事業、下水道加入金１３５万円とか、特別会計でもございます。この金額の違いというのは、

私の認識不足かもわからんのですけれども、何なんでしょうかね。説明では減額率５０％とかいう

説明もありましたけれども、ちょっと詳細に教えてください。 

○議長（宮下愿吾君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 施設によって減額率５０％とかがございます。ちょっとその詳細

については後ほど説明させていただきたいと思います、すみません。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。８番、泉敏夫君。 

○８番（泉 敏夫君） ２５ページの高齢者活性化事業、新しく今回、老人クラブ活性化事業に補

助金がついたわけですが、全然なかった事業かなと思うんですが、新しく何人ぐらい加入されて、

どういう事業されるのかちょっとわからんですが、そういう事業でもされるというのがわかれば教

えていただきたいなと。 

○議長（宮下愿吾君） 上山課長。 

○住民生活課長（上山富夫君） 高齢者活性化事業でございます。 

 高齢者活性化事業については、この事業そのものはあるんですが、今回のこの補助金につきまし

ては、５０周年の活動記念誌の作成費用ということでご説明させていただいたんですが、実は

１０年前の４０周年、老人クラブ連合会の設立４０周年の際にも同様の補助をさせていただいてお

ります。節目ということと、今までの高齢者の活動の内容がわかるものを、きちっとした冊子を残

そうという意味も含めまして、これについて今回補助をさせていただこうというものでございます。 

 なお、老人クラブ連合会の加盟の人数につきましては、約１４０人ぐらいの老人クラブ連合会へ

の加入率ということで、もうすごい数が減少してきておるところが事実でございます。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。１番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） ３９ページ、教育費の京の未来創造校委託事業、その上の土曜日を活用し

た教育の在り方実践研究事業もそうなんですけれども、事業に係る教材費等の消耗品費としてそれ

ぞれ上がっておるんですけれども、この京の未来創造校委託事業というのは、簡潔に言ってどんな

事業内容でやられているのか教えていただければ。 

○議長（宮下愿吾君） 石野教育長。 

○教育長（石野 渡君） これまで学校教育のさまざまな領域や教科の指定校ということで、例え

ば算数だとか数学だとか国語、それから言語活動といった内容の指定の学校という意味です。教育

内容的な活動費ということになります。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。７番、三野三千彦君。 
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○７番（三野三千彦君） ３７ページの消防施設等の管理費でございます。 

 業務委託で１，１１５万５，０００円と上がっていますが、これは委託料と設計と入っておるん

ですか。上物も設計の中に入っとるのかどうか。 

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。 

○総務課長（泉 良悟君） 三野議員のご質問ですが、調査設計及び全て細かい部分の積算も含め

て委託をするということです。ですから、まず消防艇庫をつくるに当たっての土質なり海底の状況

を把握し、それに必要な捨て石はどうなのか、レールはどうするのか、全てひっくるめた設計費と

してご理解いただきたいというふうに思っております。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 若干、今の補足なんですけれども、かなり、１，０００万超えて高い設計

料のように思われるかもしれないと思うんです。私も最初そう思いましたけれども、建物だけじゃ

なくて、要するに上架施設ですね、海の中の調査、レールの、そのほうがかなり高額なものになる

ようでございます。その辺のことをご理解願いたいと思います。 

○議長（宮下愿吾君） ７番、三野三千彦君。 

○７番（三野三千彦君） まだ現在、海の中に入っとるレールについては、一切使えないという理

解でよろしいですね。 

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。 

○総務課長（泉 良悟君） 水中カメラで調査しました結果、かなりもう屈折しておりまして、腐

食も激しいということから、使用はできないということでご理解をいただいたらと思っております。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） ３３ページでございます。 

 さまざまな議会の中で、私、ミントに対する補助金について活用をということを申しましたとこ

ろ、このように観光協会補助金交付事業ということで案内看板を設置されるということで計上され

ておりますが、この件についてお伺いいたします。 

 景観条例を、現在、恐らく整備に向けて進められていることと思います。この新たに設置される

看板４枚については、この景観条例に沿う形で設置いただけるという理解でよろしいでしょうか。 

 あと、住民の皆さんから、伊根浦舟屋群というあの真っ白な看板、こちらがどうもそぐわないと、

あの場所に合わないということを多く言われております。その件について、そちらと交換になるの

か、場所等もわかれば、そのあたりをご教示願います。 

○議長（宮下愿吾君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） ２点ご質問いただきました。 

 まず、看板の使用ですね、景観条例に考慮したものかと、今、景観計画については進行中でござ

いまして、今年度、パブコメをいただいて、ある程度の計画を立てたいと考えております。同時進

行になりますが、この看板についても、それの条件に沿うような形で進めていきたいと考えており

ます。 

 また、設置箇所４カ所という説明をさせていただきましたが、具体的にはこの４カ所とばしっと

まだ決まった内容ではございません。製作費用についても、少し委託料を入れて、どれぐらいかか

るかによって箇所数も多少、１カ所、２カ所前後するかもわかりません。 

 議員がおっしゃいましたように、この橋を出たところの降り口の看板ですね、これにつきまして

は、町長を筆頭に大変評判が悪いですので、当然これは改良していかなければならない一つに入っ

ております。 

 以上です。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） すみません、大谷議員のご質問で保留をさせていただいておりま

した件についてご説明させていただきます。 

 伊根地区漁業集落排水事業受益者分担金条例の中の減免基準表というものがございまして、今回

の庁舎につきましては、国及び地方公共団体の庁舎及び各出先機関等については５０％減免すると

いうものになっておりますので、これを採用させていただいております。 
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 また、参考ですが、学校や社会福祉施設等については１００％の減免ということになっておりま

す。 

○議長（宮下愿吾君） 大谷議員よろしいか。９番、大谷功君。 

○９番（大谷 功君） そうしたら、一般会計ではないんですけれども、６９ページの施設管理費

の下水道加入金２６万３，０００円いうのは、どういところから出てくるんでしょうかね。 

 休憩でもよろしいです。 

○議長（宮下愿吾君） ちょっとお待ちください。休憩でなしに、本会議できちっと答弁を求めた

らいいんじゃないかと思うんですが、６９ページ、ちょっと特会のほうになりますが、関連の中で

質問を許したいと思います。上山課長。 

○住民生活課長（上山富夫君） 関連がありますので、特会のほうで予算計上させていただいてお

ります下水道加入金ですが、２６万３，０００円の内訳ですが、今回、伊根診療所の本体で１件、

１００％として１５万円、加入負担金の負担を予定しておりますのと、もう一つは日出にあります

医師住宅、こちらのほうの部分を２５％減額で１１万２，５００円の予算計上をさせていただいて

おります。条例によって２５％医師住宅は減額ということで、条例に基づいて予算計上させていた

だいております。 

○議長（宮下愿吾君） よろしいですか。ほかに質疑ありませんか。質疑がないようでありますが、

これにて質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。討論ないようであります。これにて討論を終わり

たいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第５２号 平成２５年度伊根町一般会計第３回補正予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 休憩をいたします。 

 午前中の会議はこれまでとし、午後１時から再開をいたしたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

休憩 １１時５６分 

再開 １３時００分 

○議長（宮下愿吾君） 再開をいたします。午前中に引き続き会議を開きます。 

 

◎ 日程第７ 議案第５３号 

○議長（宮下愿吾君） 日程第７、議案第５３号 平成２５年度伊根町国民健康保険特別会計第

２回補正予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第５３号 平成２５年度伊根町国民健康保険特別会計第２回補正予算

についてご説明申し上げます。 

 予算書４５ページをごらんください。 

 事業勘定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１，３１４万９，０００円を追加し、総額を３億

３，０１９万８，０００円とするものでございます。 

 ４６、４７ページをお願いいたします。 

 歳入の主なものは、３款国庫支出金 ２項国庫補助金６００万円の増額は特別調整交付金でござ

います。 

 １０款繰入金 １項他会計繰入金９９万７，０００円の増額でございます。 

 １１款１項繰越金６１５万２，０００円の増額でございます。 

 ４８、４９ページをごらんください。 
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 歳出の主なものは、８款保健事業費 １項特定健康診査等事業費５９万円の増額は、国保システ

ム導入にかかわるパソコン、ハードの交換でございます。３項総合保健事業費３万５，０００円の

増額でございます。 

 １１款諸支出金 １項償還金及び還付加算金６５２万４，０００円の増額は、平成２４年度診療

給付費交付金の確定による返還金及び国庫負担金の返還金でございます。３項繰出金６００万円の

増額は、伊根診療所勘定への繰出金でございます。 

 ４５ページに戻っていただき、次に、伊根診療所勘定では、歳入歳出予算の総額にそれぞれ

８５５万６，０００円を追加し、総額を１億９９２万１，０００円とするものでございます。 

 ５８、５９ページをお願いいたします。 

 歳入は、１款診療収入 １項外来収入２５５万６，０００円の増額です。 

 ７款繰入金 ２項事業勘定繰入金６００万円の増額です。 

 ６０、６１ページをお願いいたします。 

 歳出は、１款総務費 １項施設管理費６４２万５，０００円の増額は、人件費及び電子カルテシ

ステムの導入などによるものです。 

 ２款１項医業費２１３万１，０００円の増額は、在宅酸素療法機器リース料などでございます。 

 細部につきましては、担当課長等からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますよ

うよろしくお願いいたします。 

○議長（宮下愿吾君） 上山課長。 

○住民生活課長（上山富夫君） 議案第５３号 平成２５年度伊根町国民健康保険特別会計第２回

補正予算について説明（担当課長説明記載省略） 

○議長（宮下愿吾君） これから質疑を行います。１番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） ６９ページの先ほどご説明していただきました医業費の在宅酸素療法機器

のリース料で、在宅酸素が必要な方３名分のリースというふうにお伺いしてますけれども、これは

近年から増加傾向にあることなんでしょうか。 

○議長（宮下愿吾君） 上山課長。 

○住民生活課長（上山富夫君） 現在、全国的にもそうかもしれませんが、京都府の北部のほうで

は、入院患者さんがなるべく在宅へ帰られるようにということで、患者を在宅として進めていく傾

向にございます。特に、今、伊根の診療所なり本庄の診療所では、北部医療センターの医師による

診察が続いておりますが、北部医療センターのほうからの患者さんの、十分在宅でも診れるよとい

う先生のお墨つきもあり、在宅での療養する人数がふえつつある状況でございます。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。６番、松山義宗君。 

○６番（松山義宗君） 備品の購入費なんですけれども、この５９万ですか、パソコンのスペック

をお教え願えますか。 

○議長（宮下愿吾君） 何ページですか。 

○６番（松山義宗君） ５７です。 

○議長（宮下愿吾君） 上山課長。 

○住民生活課長（上山富夫君） 今回、健康管理システム導入しまして、それをパソコンの本体、

それから健康管理のソフトとセットアップの作業も含めて、今回、予算計上５９万円でさせていた

だいておるところでございます。備品だけじゃなく、セットアップの費用も含まれるということで。 

○６番（松山義宗君） システム。 

○住民生活課長（上山富夫君） はい、そうです。ご理解いただけたらと思います。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。質疑ありませんか。質疑がないようであります

が、これにて質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。討論なしの声があります。これにて討論を終わり

たいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第５３号 平成２５年度伊根町国民健康保険特別会計第２回補正予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第８ 議案第５４号 

○議長（宮下愿吾君） 日程第８、議案第５４号 平成２５年度伊根町簡易水道特別会計第１回補

正予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第５４号 平成２５年度伊根町簡易水道特別会計第１回補正予算につ

いてご説明申し上げます。 

 ７１ページをごらんください。 

 歳入歳出予算の総額にそれぞれ２０１万８，０００円を追加し、総額を１億３，４２５万

５，０００円とするものでございます。 

 ８０、８１ページをごらんください。 

 歳入は、５款繰入金 １項他会計繰入金 １目一般会計繰入金２０１万８，０００円の増額でご

ざいます。 

 ８２、８３ページをごらんください。 

 歳出は、１款総務費 １項総務管理費 １目一般管理費１万３，０００円の減額です。 

 ２項施設管理費 １目維持管理費２０３万１，０００円の増額は、蒲入地内国道１７８号道路改

良工事に伴うもので、延長約５０ｍの水道配水管移設工事などでございます。 

 担当課長等から細部説明につきましては省略させていただきますが、ご可決賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（宮下愿吾君） これから質疑を行います。２番、上辻亨君。 

○２番（上辻 亨君） ８３ページで水質検査業務というのがあるんですけれども、これは業務委

託をされておるという請負、どこかにやってもらっておられるわけなんでしょうか。 

○議長（宮下愿吾君） 須川主幹。 

○地域整備課主幹（須川清広君） 水質検査につきましては、毎日検査と毎月検査、定期検査、年

間検査と４種類あるわけですけれども、毎日検査を除きまして全て見積もりにより最低社のほうに

委託しております。 

○議長（宮下愿吾君） ２番、上辻亨君。 

○２番（上辻 亨君） こういったことは、役場の職員とかではできないような仕事なんでしょう

か。 

○議長（宮下愿吾君） 須川主幹。 

○地域整備課主幹（須川清広君） 高度な検査機器が必要なのと、技術が要るということで、委託

をしたほうが安価になるということで委託のほうになっております。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。質疑ありませんか。質疑がないようであります

が、これにて質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。討論なしの声があります。これにて討論を終わ

りたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第５４号 平成２５年度伊根町簡易水道特別会計第１回補正予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 
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◎ 日程第９ 議案第５５号 

○議長（宮下愿吾君） 日程第９、議案第５５号 平成２５年度伊根町下水道事業特別会計第１回

補正予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第５５号 平成２５年度伊根町下水道事業特別会計第１回補正予算に

ついてご説明申し上げます。 

 ８５ページをごらんください。 

 歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億３，２５６万７，０００円を追加し、総額を５億

５，６６１万６，０００円とするものでございます。 

 ８６、８７ページをごらんください。 

 歳入は、３款国庫支出金 １項国庫補助金２，７５１万円の増額は、汚水処理施設整備補助金で

ございます。 

 ６款繰入金 １項他会計繰入金７，７５５万７，０００円の増額です。 

 ９款１項町債２，７５０万円の増額です。 

 ８８、８９ページをごらんください。 

 歳出は、１款総務費 １項総務管理費４，０００円の減額です。 

 ２款施設整備費 １項漁業集落排水事業費１億３，２５７万１，０００円の増額は、伊根地区漁

業集落排水工事によるものでございます。 

 細部につきましては、担当課長等からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

○議長（宮下愿吾君） 須川主幹。 

○地域整備課主幹（須川清広君） 議案第５５号 平成２５年度伊根町下水道事業特別会計第１回

補正予算について説明（担当課長説明記載省略） 

○議長（宮下愿吾君） これから質疑を行います。３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） カラー舗装についてお伺いいたします。 

 脱色アスファルトというのは、どんな色でございますか。 

○議長（宮下愿吾君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） まず、脱色アスファルト舗装の内容について説明させていただき

ます。 

 普通のアスファルト舗装ですと、骨材の間に粘着剤というか黒いコールタールのような粘着剤で

舗装されますので黒い舗装になります。脱色アスファルト舗装といいますのは、骨材の色はいろん

な色が選べられるんですが、それをひっつけるものを透明にしますので骨材の色が表面に出るよう

な舗装となります。ですから、例えば緑色の石ばっかりを入れると緑の舗装、黄色い小石を入れる

と黄色い舗装で仕上がるというのが脱色系アスファルト舗装となっております。 

 それで、この色なんですが、大変申しわけないんですが、今議会でカラー舗装の内容をご説明す

ると前回臨時議会で申し上げたんですが、まだ特定の色までは決まっておりませんが、舗装の種類

についてはその舗装を使うということで、通常の舗装をする場合の単価が、細かい数字はちょっと

あれですが、１，８００円弱単価がかかるところが、この脱色舗装をすることで６，３００円ぐら

いの単価となります。この差額がかなりありますので、かなりの部分での補助対象外の経費が必要

になるということでございます。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。 

 暫時休憩をいたします。 

休憩 １３時２５分 

再開 １３時３０分 

○議長（宮下愿吾君） 再開をいたします。休憩前に引き続き会議を開きます。 

 何かほかに質疑はございませんか。３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） カラーについてお願いでございますが、マンホールぶたがかなり目立つよ

うな形になっておりますので、色的にもそういったものに配慮した、また看板等、先ほどの話もあ
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りましたので、景観条例等も配慮した形のカラーをぜひともお選びいただきたいというふうにお願

いしておきます。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。質疑はないようでありますが、これにて質疑を

終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。討論なしの声があります。これにて討論を終わり

たいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第５５号 平成２５年度伊根町下水道事業特別会計第１回補正予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１０ 議案第５６号 

○議長（宮下愿吾君） 日程第１０、議案第５６号 平成２５年度伊根町財産区特別会計第１回補

正予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第５６号 平成２５年度伊根町財産区特別会計第１回補正予算につい

てでございます。 

 １０１ページをごらんください。 

 歳入歳出予算の総額にそれぞれ６万２，０００円を追加し、総額を２４９万８，０００円とする

ものでございます。 

 １１０、１１１ページをごらんください。 

 歳入は、３款１項繰入金 １目一般会計繰入金６万２，０００円の増額は、野村地内の町行造林

立木の間伐による売り払いによるものでございます。４．８haの施業地の約３割相当分、杉

３６．８㎥の収益で、総額２０万４，０００円のうち、分収契約による分収割合３０％分の計上で

ございます。 

 １１２ページ、１１３ページをごらんください。 

 歳出は、１款１項財産区管理費 ３目筒川財産区６万２，０００円の増額は、歳入の同額を筒川

財産区維持交付金として支出するものでございます。 

 担当課長等からの細部説明は省略させていただきます。ご審議の上、ご可決賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（宮下愿吾君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。質疑なしの声がありますが、

これにて質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りいたします。討論を省略して直ちに採決に入りたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第５６号 平成２５年度伊根町財産区特別会計第１回補正予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１１ 議案第５７号 

○議長（宮下愿吾君） 日程第１１、議案第５７号 平成２５年度伊根町介護保険特別会計第１回

補正予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 
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○町長（吉本秀樹君） 議案第５７号 平成２５年度伊根町介護保険特別会計第１回補正予算につ

いてご説明申し上げます。 

 １１５ページをごらんください。 

 事業勘定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１５６万６，０００円を追加し、総額を４億

２，３６１万５，０００円とするものでございます。 

 １１６ページ、１１７ページをごらんください。 

 歳入は、４款国庫支出金 １項国庫負担金９９万９，０００円の増額は、介護給付費負担金でご

ざいます。 

 ５款１項支払基金交付金５６万７，０００円の増額は、介護給付費交付金でございます。 

 １１８ページ、１１９ページをごらんください。 

 歳出は、８款諸支出金 １項償還金及び還付加算金１５６万６，０００円の増額は、国庫・府支

出金等の返還金でございます。 

 細部につきましては、担当課長等からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

○議長（宮下愿吾君） 上山課長。 

○住民生活課長（上山富夫君） 議案第５７号 平成２５年度伊根町介護保険特別会計第１回補正

予算について説明（担当課長説明記載省略） 

○議長（宮下愿吾君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。質疑がないようであります

が、これにて質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りいたします。討論を省略して直ちに採決に入りたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第５７号 平成２５年度伊根町介護保険特別会計第１回補正予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１２ 議案第５８号 

○議長（宮下愿吾君） 日程第１２、議案第５８号 平成２５年度伊根町後期高齢者医療特別会計

第１回補正予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第５８号 平成２５年度伊根町後期高齢者医療特別会計第１回補正予

算についてご説明申し上げます。 

 １２９ページをごらんください。 

 歳入歳出予算の総額にそれぞれ６２万７，０００円を追加し、総額を３，８３６万２，０００円

とするものでございます。 

 １３８、１３９ページをごらんください。 

 歳入は、４款１項１目繰越金６２万７，０００円は、前年度繰越金でございます。 

 １４０、１４１ページをごらんください。 

 ２款分担金及び負担金 １項広域連合負担金 １目後期高齢者医療広域連合納付金４５万

６，０００円の増額は、後期高齢者医療広域連合負担金でございます。 

 ３款２項１目諸支出金１７万１，０００円の増額は、広域連合支出金返還金でございます。 

 細部説明は省略させていただきますが、ご審議の上、ご可決賜りますようよろしくお願い申し上

げます。 

○議長（宮下愿吾君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。質疑なしの声がありますが、

これにて質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りいたします。討論を省略して直ちに採決に入りたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで討論を省略します。 

 これから議案第５８号 平成２５年度伊根町後期高齢者医療特別会計第１回補正予算を採決しま

す。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１３ 議案第５９号 

      ～ 

◎ 日程第１５ 議案第６１号 

○議長（宮下愿吾君） 日程第１３、議案第５９号 伊根町町税条例の一部改正について、日程第

１４、議案第６０号 半島振興対策実施地域の指定に伴う伊根町町税条例の特例に関する条例の一

部改正について、日程第１５、議案第６１号 伊根町国民健康保険税条例の一部改正についての

３議案について、一括の議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第５９号 伊根町町税条例の一部改正について、議案第６０号 半島

振興対策実施地域の指定に伴う伊根町町税条例の特例に関する条例の一部改正について、議案第

６１号 伊根町国民健康保険税条例の一部改正について、一括でご提案申し上げます。 

 地方税法の一部を改正する法律の公布などに伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 細部につきましては、担当課長等から順次ご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（宮下愿吾君） 上山課長。 

○住民生活課長（上山富夫君） 議案第５９号 伊根町町税条例の一部改正について、議案第

６０号 半島振興対策実施地域の指定に伴う伊根町町税条例の特例に関する条例の一部改正につい

て、議案第６１号 伊根町国民健康保険税条例の一部改正についての３議案について説明（担当課

長説明記載省略） 

○議長（宮下愿吾君） これから質疑を行います。質疑も一括で行いますので、議案番号の後に発

言をお願いいたしたいと思います。３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 半島振興対策実施地域の指定に伴う伊根町町税条例の特例に関する条例の

一部改正についてについてご質問させていただきます。 

 こちら、制度のほう拡充されて、対象となる旅館業等について、かなり範囲が広がったんではな

いかなというふうに考えているわけなんですが、今、伊根町のほうで新規開業支援金等の補助金も

あります。そういった場合の申請に上がってきた場合、こういった税の優遇措置も受けられますよ

ということは、当然ながら、窓口が地域整備課になろうと思うんですが、地域整備課のほうで説明

もしていただけるという理解でよろしいでしょうか。 

○議長（宮下愿吾君） 上山課長。 

○住民生活課長（上山富夫君） 制度の内容につきまして、私どものほうから十分地域整備課のほ

うにも説明申し上げ、十分共同して制度の内容も周知ができるように対応していきたいと考えます。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ございませんか。質疑ありませんか。質疑がないようでありま

すが、これにて質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論についても一括、３つについて、もしございましたら討論をお願

いしたいと思いますが、討論ありませんか。討論なしの声があります。これにて討論を終わりたい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第５９号 伊根町町税条例の一部改正についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６０号 半島振興対策実施地域の指定に伴う伊根町町税条例の特例に関する条例の

一部改正についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 最後に、議案第６１号 伊根町国民健康保険税条例の一部改正についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１６ 議案第６２号 

○議長（宮下愿吾君） 日程第１６、議案第６２号 伊根町営コミュニティバス運行事業に関する

条例の一部改正についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第６２号 伊根町営コミュニティバス運行事業に関する条例の一部改

正についてでございます。 

 畑谷本庄線廃止に伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 細部につきましては、担当課長等からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。 

○総務課主幹（鍵 良平君） 議案第６２号 伊根町営コミュニティバス運行事業に関する条例の

一部改正について説明（担当課長説明記載省略） 

○議長（宮下愿吾君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。質疑なしの声がありますが、

これにて質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りいたします。討論を省略して直ちに採決に入りたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第６２号 伊根町営コミュニティバス運行事業に関する条例の一部改正についてを

採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１７ 議案第６３号 

○議長（宮下愿吾君） 日程第１７、議案第６３号 伊根町職員の勤務時間、休暇等に関する条例

の一部改正についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第６３号 伊根町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正に

ついてでございます。 

 介護休暇の対象となる要介護者の範囲を明確化することによる改正でございます。 

 細部につきましては、担当課長等からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますよ

うよろしくお願いいたします。 

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。 

○総務課主幹（鍵 良平君） 議案第６３号 伊根町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部

改正について説明（担当課長説明記載省略） 
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○議長（宮下愿吾君） これから質疑を行います。３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 「届出をしないが事実上婚姻関係と同様の事情にあるものを含む」とあり

ます。この中身は、どこまでが範囲になるんですかね。ちょっと余りに漠っとし過ぎていて、ただ

一緒に住んでれば、もうじゃあ事実上婚姻関係という定義としてみなされるのか、その辺どういう

形で条例の改正されたのかお聞かせ願います。 

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。 

○総務課主幹（鍵 良平君） 今、濱野議員がご指摘されたように、同居ということで、この条文

の規定しておりますところは内縁関係というところなんですけれども、なかなかこれ、生計を一に

するということ、もちろん同居するということ、それとさまざまな要因によって明らかにそれが内

縁関係であるというふうに認められるという、こういった状況が想定されると思います。 

 実際に、これらを私どもでも認定するということになった場合、さまざまなことが考えられます

ので、実際の認定に当たりましては、顧問弁護士等と協議いたしまして慎重に行ってまいりたいと

存じております。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。質疑がないようでありますが、これにて質疑を

終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。討論なしの声があります。これにて討論を終わり

たいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第６３号 伊根町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正についてを採決

します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１８ 議案第６４号 

○議長（宮下愿吾君） 日程第１８、議案第６４号 伊根町地域定住化促進住宅の設置及び管理に

関する条例の一部改正についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第６４号 伊根町地域定住化促進住宅の設置及び管理に関する条例の

一部改正についてでございます。 

 伊根地区漁業集落排水施設の供用開始に伴い、伊根町単身住宅日出団地の使用料等を改正するも

のでございます。 

 細部につきましては、担当課長等からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

○議長（宮下愿吾君） 泉主幹。 

○地域整備課主幹（泉 吉広君） 議案第６４号 伊根町地域定住化促進住宅の設置及び管理に関

する条例の一部改正について説明（担当課長説明記載省略） 

○議長（宮下愿吾君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。質疑なしの声がありますが、

これにて質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りいたします。討論を省略して直ちに採決に入りたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第６４号 伊根町地域定住化促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正につ

いてを採決します。 
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 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１９ 議案第６５号 

○議長（宮下愿吾君） 日程第１９、議案第６５号 伊根町過疎地域自立促進市町村計画の変更に

ついてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第６５号 伊根町過疎地域自立促進市町村計画の変更についてでござ

います。 

 伊根地区内の駐車場、トイレ整備、廃棄物処理対策及びほっと館マイク設備の整備に伴う追加変

更でございます。 

 なお、これら整備に要する町負担分について、過疎債の借入を行うものでございます。 

 細部につきましては、担当課長等からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。 

○総務課主幹（鍵 良平君） 議案第６５号 伊根町過疎地域自立促進市町村計画の変更について

説明（担当課長説明記載省略） 

○議長（宮下愿吾君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。質疑がないようであります

が、これにて質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りいたします。討論を省略して直ちに採決に入りたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第６５号 伊根町過疎地域自立促進市町村計画の変更についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第２０ 議案第６６号 

○議長（宮下愿吾君） 日程第２０、議案第６６号 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題と

します。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第６６号 人権擁護委員候補者の推薦についてでございます。 

 １２月３１日をもって亀井醇子委員が任期満了となるため、人権擁護委員法第６条第３項の規定

により、議会の意見を求めるものでございます。 

 伊根町字亀島３３２番地、亀井醇子、昭和２１年６月２０日生まれ、再任でお願いするものでご

ざいます。 

 人事案件により、担当課長等からの細部説明については省略させていただきますが、再任賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（宮下愿吾君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 議会に意見を求められているわけなんですが、私、役場時代の大先輩、こ

の後、教育委員会の委員さんについても大先輩なぐらいしかこの方のこと、よくわかりません。も

う少し、どういったことをされていて、この任命に至った経緯、推薦に至った経緯とかそのあたり

をご説明いただくわけにはいきませんでしょうか。 

○議長（宮下愿吾君） 上山課長。 

○住民生活課長（上山富夫君） 亀井委員についてでございます。 

 亀井委員の、人権擁護委員さんに初めて委嘱をさせていただいたのが平成２０年１月１日からで

ございまして、今回受けていただきますと３期目に入るということになっております。現在に至り
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ましては、人権擁護委員の中でもベテランの部類に、宮津与謝地域の人権擁護委員さんの中でもベ

テランの域に入るのかなというふうに思っております。 

 なお、亀井さんの一番当初の委嘱につきましては、もちろん役場の大先輩でもあるというお話も

ありましたが、福祉のほうの仕事も経験されてきて、そういった人権にかかわります意識も十分高

いということやら、人間的にも十分推薦させていただくものであるということを確認させていただ

きまして、人権擁護委員さんの推薦を伊根町からさせていただいたということでございますので、

ご理解いただきたいと思います。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 補足というわけじゃないんですけれども、我々が議会にご推薦申し上げま

すのは、当然良識も分別もあって、そしてその方面に知識的にもたけておられると、そういう方を

ご推薦申し上げております。そうでありますので、ご承認いただければいいんですけれども、わか

らないと言わずに、皆さんのわかる範囲で、知っておられる範囲で、いやいや、これ不適当だとい

うことがあるならば申し上げていただければ結構なわけでございます。 

 以上です。 

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ございませんか。質疑なしの声がありますが、これにて質疑を

終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りをいたします。本件は人事案件でありますので、討論を省略して直ちに採決に入りたいと

思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第６６号 人権擁護委員候補者の推薦についてを採決します。 

 本案は原案による者を適任と認めることに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、

本案は原案による者を適任と認めることに決定をしました。 

 

◎ 日程第２１ 議案第６７号 

○議長（宮下愿吾君） 日程第２１、議案第６７号 教育委員会委員の任命についてを議題としま

す。 

 本案について提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第６７号 教育委員会委員の任命についてでございます。 

 藤原一彦委員が平成２５年９月３０日をもって任期満了となるため、引き続き委員に任命したい

ので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により議会の同意を求めるも

のでございます。 

 伊根町字本庄上８３９番地、藤原一彦、昭和１７年３月２日生まれ、再任でお願いするものでご

ざいます。 

 人事案件により、担当課長等からの細部説明については省略させていただきますが、ご同意賜り

ますようよろしくお願いいたします。 

○議長（宮下愿吾君） これから質疑を行います。６番、松山義宗君。 

○６番（松山義宗君） 再任、ということですね。ということは、ちょっと疑問なんですけれども、

そういうお願いする方がことごとく減ってきているということなのか、あるいはそういったところ

に、ある特定の人たちに負担がずっとかかっていくようなことが今後も繰り返されるかどうかとい

うこと、ちょっと私、心配なんです。 

 以前もこの方だった、今度もこの方だった、それをよろしいですよと受けられる方もいらっしゃ

るでしょうし、いやいや、もう勘弁してほしいと言っても、いやいや、もうあんたしかおらんで何

とか頼むわという、そういったことが本当に正しい行政のあり方なのかどうなのか、当然無理は生

じてはいると思うんですけれども、その辺、この先をどのようにお考えなのかというのがちょっと

疑問なので、よろしくお願いします。 
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○議長（宮下愿吾君） 松山議員、これの任命については、理事者から提案がありましたので、そ

のどういう格好で選ぶ、どうのこうのについてはまた別のあれなんで、藤原委員の同意がいただけ

るかどうかの角度からご質問をお願いしたいと思うんですが。 

 何かしかし、石野教育長、参考にお答えしておく点ありますか。 

 暫時休憩します。 

休憩 １４時２６分 

再開 １４時２９分 

○議長（宮下愿吾君） 再開をいたします。休憩前に引き続き会議を開きます 

 質疑ありますか。質疑がないようでありますが、これにて質疑を終わりたいと思いますが、ご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りをいたします。本件は人事案件でありますので、討論を省略し直ちに採決に入りたいと思

いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 議案第６７号 教育委員会委員の任命についてを採決します。 

 本案は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり同意されました。 

 

◎ 散  会 

○議長（宮下愿吾君） 以上をもちまして本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会をします。 

 坂中代表監査委員様には、大変お忙しいところご出席をいただきまして、まことにありがとうご

ざいました。 

 ９月１１日水曜日の全員協議会、午前９時３０分から開催する予定をいたしております。よろし

くお願いいたします。 

 ご苦労さんでした。 

散会 １４時３０分 
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